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原典訳マハーバーラタ (06) 
P. 0009 家系図 
P. 0010 主要登場⼈物 ,  
P. 0014 マハーバーラタ関連地図 ,  
P. 0015 [06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0017 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0061. ジャンブー⼤陸の創造 (001-010) 
P. 0018 戦いのルールを定める ,  
P. 0021 ⼤々的な滅亡の兆候 ,  
P. 0027 戦争に勝利する前兆 ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0017 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0061. ジャンブー⼤陸の創造 (001-010) 
P. 0031 ⽣物の種類と五元素 ,  
P. 0034 兎の形をした⼤地とメール⼭ ,  
P. 0039 ウッタラ・クル、ジャンブー樹など ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0017 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0061. ジャンブー⼤陸の創造 (001-010) 
P. 0044 バーラタ・ヴァルシャ（インド亜⼤陸） ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0049 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0062. 地上界〔諸⼤陸の詳説〕 (012-013) 
P. 0050 シャーカ⼤陸について ,  
P. 0054 北⽅の諸⼤陸 ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0059 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0063. バガヴァッド・ギーター (014-040) 
P. 0060 ビーシュマは何故シカンディンに倒されたか ,  
P. 0065 すべての王が集結する ,  
P. 0069 戦場で死に赴くことが永遠の法である ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0059 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0063. バガヴァッド・ギーター (014-040) 
P. 0072 ユディシティラの布陣 ,  
P. 0077 クリシュナがいる所に勝利がある ,  
P. 0081 クル家系の旗標ビーシュマ ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0059 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0063. バガヴァッド・ギーター (014-040) 
P. 0085 バガヴァッド・ギーター ,  
P. 0085 第⼀章 ,  
P. 0090 第⼆章 ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0059 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0063. バガヴァッド・ギーター (014-040) 
P. 0099 第三章 ,  
P. 0105 第四章 ,  
P. 0110 第五章 ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0059 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0063. バガヴァッド・ギーター (014-040) 
P. 0113 第六章 ,  
P. 0119 第七章 ,  
P. 0123 第⼋章 ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0059 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0063. バガヴァッド・ギーター (014-040) 
P. 0126 第九章 ,  
P. 0130 第⼗章 ,  
P. 0136 第⼗⼀章 ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0059 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0063. バガヴァッド・ギーター (014-040) 
P. 0144 第⼀⼆章 ,  
P. 0146 第⼗三章 ,  
P. 0151 第⼗四章 ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0059 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0063. バガヴァッド・ギーター (014-040) 
P. 0154 第⼗五章 ,  
P. 0157 第⼗六章 ,  
P. 0160 第⼗七章 ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0059 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0063. バガヴァッド・ギーター (014-040) 
P. 0163 第⼗⼋章 ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0173 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0064. ビーシュマ殺害 (041-117) 
P. 0174 師匠たちに挨拶してまわるユディシティラ ,  
P. 0186 パーンダヴァ軍とクル軍の激戦 ,  
P. 0194 ビーシュマの勇武 ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0173 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0064. ビーシュマ殺害 (041-117) 
P. 0198 ビーシュマに対抗し、クラウンチャの陣形をとる ,  
P. 0204 ビーシュマとアルジュナの戦い ,  
P. 0208 ドローナとドリシタデュムナの戦い ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0173 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0064. ビーシュマ殺害 (041-117) 
P. 0211 ビーマセーナ、カリンガ国王を殺す ,  
P. 0217 孫と孫との戦い ,  
P. 0220 ガルダ陣と半⽉陣 ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0173 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0064. ビーシュマ殺害 (041-117) 
P. 0226 ビーシュマとアルジュナの戦い ,  
P. 0230 クリシュナ、⼤いに怒る ,  
P. 0236 ビーシュマとアルジュナの⼀騎打ち ,

-19-



原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0173 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0064. ビーシュマ殺害 (041-117) 
P. 0241 ビーマとその息⼦の活躍 ,  
P. 0252 梵天、ヴァースデーヴァ本性を明かす ,  
P. 0261 ヴァースデーヴァの由来と栄光 ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0173 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0064. ビーシュマ殺害 (041-117) 
P. 0265 マカラ陣と鷹陣の死闘 ,  
P. 0275 サーティヤキの息⼦たち、戦死する ,  
P. 0278 マカラ陣とクラウンチャ陣 ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0173 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0064. ビーシュマ殺害 (041-117) 
P. 0282 敵を失神させる武器 ,  
P. 0292 輪円陣と⾦剛陣 ,  
P. 0300 互⾓の混戦 ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0173 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0064. ビーシュマ殺害 (041-117) 
P. 0311 ビーマはドリタラーシトラの七⼈の息⼦を殺す ,  
P. 0320 アルジュナの息⼦イラーヴァットの死 ,  
P. 0326 ガトートカチャとドゥルヨーダナの戦い ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0173 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0064. ビーシュマ殺害 (041-117) 
P. 0331 ガトートカチャの幻術による勝利 ,  
P. 0338 ビーシュマ、敵軍の殺戮を約する ,  
P. 0345 全⽅位超勝の陣形 ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0173 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0064. ビーシュマ殺害 (041-117) 
P. 0350 アビマニユ、羅刹アランブサを破る ,  
P. 0356 パーンダヴァ軍の優勢 ,  
P. 0359 ビーシュマの活躍 ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0173 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0064. ビーシュマ殺害 (041-117) 
P. 0366 怒ってビーシュマに挑むクリシュナ ,  
P. 0372 ビーシュマ、⾃分⾃⾝を殺す⽅法を教える ,  
P. 0382 ビーシュマを政撃するシカンディン ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0173 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0064. ビーシュマ殺害 (041-117) 
P. 0397 前兆を知るドローナ ,  
P. 0401 ビーシュマをめぐる激戦 ,  
P. 0411 シカンディン、ビーシュマを倒す ,
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原典訳マハーバーラタ (06) / P. 0173 
[06] ビーシュマの巻（ビーシュマ・パルヴァン） / 0064. ビーシュマ殺害 (041-117) 
P. 0424 英雄は⽮の床に眠る ,  
P. 0434 カルナを許すビーシュマ ,
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